
（様式１－３） 

南相馬市 帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成３１年１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 73 事業名 原町第一中学校トイレ改修事業 事業番号 (1)－15－12 

交付団体 南相馬市 事業実施主体（直接/間接） 南相馬市 

総交付対象事業費 
（５,０１５）    

１２５,０１４（千円） 
全体事業費 

（５,０１５）    

１２５,０１４（千円） 

帰還環境整備に関する目標 

 原子力災害により、当市の安全・安心な住環境の魅力は著しく低下しており、放射能不安により子供の

安全を危惧する保護者の中には帰還を躊躇する方もいる。結果、子育て世代の人口は回復せず、地域の人

口は減少し、地域のつながりや、人との交流も希薄となることが危惧される。 

このような中、学校は教育に欠かせない重要施設であるとともに、地域の防災施設、コミュニティー施

設としても重要な役割を担っている。原町区内における義務教育施設である原町第一中学校は、原子力災

害の影響による避難を余儀なくされ、避難指示区域から区域外修学していた生徒を含め、７年を過ぎた現

在でも次のとおり生徒数が震災前の状況まで回復できていない。 

 〇原町第一中学校 平成２２年度 ５０６人 → 平成３０年度 ３４９人（約６９％） 

 このため、本事業により長期避難に伴い劣化が進んだトイレの様式化、床の乾式化等を行うことにより、

衛生的な教育環境を提供し学校としての魅力を高めるとともに、高齢者や、障害者も利用しやすくするこ

とで地域避難施設として防災機能も併せて高めることとなる。地域に密着した教育施設の機能及び魅力を

向上させることにより、生徒や保護者及びこれからの子育て世代に安心安全感を醸成し、もって地域への

住民の帰還、再生加速化を図る。 

事業概要 

原町第一中学校トイレ改修 

便器の洋式化、床の乾式化等 

 

【南相馬市復興総合計画 基本指針５ 自ら学び、自ら考え、生きぬく力を育むまちづくり】 Ｐ１２４ 

  基本施策(1) 学校教育の充実・整備 施策③ 安全・安心な教育環境を創ります 

当面の事業概要 

＜平成３０年度＞ 

 原町第一中学校トイレ改修工事実施設計 

  ・改修箇所 男女共各８箇所（北校舎３箇所、南校舎３箇所、特別教室棟２箇所） 

 

＜平成３１年度＞ 

原町第一中学校トイレ改修工事  

  ・工事内容 便器の洋式化、床の乾式化、トイレブース改修、 

照明・換気設備等の更新、壁面塗装等 

  ・改修箇所 男女共各８箇所（北校舎３箇所、南校舎３箇所、特別教室棟２箇所） 

地域の帰還環境整備との関係 

教育環境を改善することによって、保護者が安心して子供を学校に通わせることができ、子どもたちも

安心で快適な学校生活を送ることができる条件が整う。このような地域に密着した教育環境の改善は、地

域の帰還環境の重要な要素であり、避難住民に対し帰還に向けた条件の改善を確認してもらうことができ

る。 



関連する事業の概要 

 

 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 



（様式１－３） 

南相馬市 帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成３１年１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 76 事業名 石神第二小学校プール改築事業 事業番号 (1)－15－14 

交付団体 南相馬市 事業実施主体（直接/間接） 南相馬市 

総交付対象事業費 
（６,４９４）    

２０１,６６５（千円） 
全体事業費 

（２０５,０００）    

２０１,６６５（千円） 

帰還環境整備に関する目標 

 原子力災害により、当市の安全・安心な住環境の魅力は著しく低下しており、放射能不安により子供の

安全を危惧する保護者の中には帰還を躊躇する方もいる。結果、子育て世代の人口は回復せず、地域の人

口は減少し、地域のつながりや、人との交流も希薄となることが危惧される。 

このような中、学校は教育に欠かせない重要施設であるとともに、地域の防災施設、コミュニティー施

設としても重要な役割を担っている。原町区内の義務教育施設である石神第二小学校は、原子力災害の影

響による避難を余儀なくされ、避難指示区域から区域外修学している児童生徒を含め、７年を過ぎた現在

でも次のように生徒数が震災前の状況まで回復できていない。 

 〇石神第二小学校 平成２２年度 ４８６人 → 平成３０年度 ２７０人（約５５％） 

本事業で、プールの改築を行うことは、教育施設機能を向上させ、衛生的な教育環境を提供し、学校と

しての魅力を高めるとともに、防災機能も併せて高めることとなる。地域に密着した教育施設の機能及び

魅力を向上させることにより、児童生徒や保護者及びこれからの子育て世代に安心安全感を醸成し、もっ

て地域への住民の帰還、再生加速化を図る。 

 

事業概要 

石神第二小学校プール改築 

・屋外プール（２５ｍ×６コース）改築、プールサイド等 

・Ａ＝３２５㎡、プール附属建物≒９０㎡、既存プール解体 

 

【南相馬市復興総合計画 基本指針５ 自ら学び、自ら考え、生きぬく力を育むまちづくり】 P.１２４ 

  基本施策(1) 学校教育の充実・整備 施策③ 安全・安心な教育環境を創ります 

 

当面の事業概要 

＜平成３０年度＞ 

石神第二小学校プール改築工事実施設計 

 

＜平成３１年度＞ 

・石神第二小学校プール改築工事 

・プール改修工事監理業務委託 

 

地域の帰還環境整備との関係 

教育環境を改善することによって、保護者が安心して子供を学校に通わせることができ、子供たちも安

心で快適な学校生活を送る条件が整う。このような地域に密着した教育環境の改善は、地域の帰還環境の

重要な要素であり、避難住民に対し帰還に向けた条件の改善を確認してもらうことができる。 

 



関連する事業の概要 

 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 



（様式１－３） 

南相馬市 帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成３１年１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 79 事業名 原町第三小学校トイレ改修事業 事業番号 (1)－15－15 

交付団体 南相馬市 事業実施主体（直接/間接） 南相馬市 

総交付対象事業費 １,５１５（千円） 全体事業費 ２１,５１５（千円） 

帰還環境整備に関する目標 

 原子力災害により、当市の安全・安心な住環境の魅力は著しく低下しており、放射能不安により子供の

安全を危惧する保護者の中には帰還を躊躇する方もいる。結果、子育て世代の人口は回復せず、地域の人

口は減少し、地域のつながりや、人との交流も希薄となることが危惧される。 

このような中、学校は教育に欠かせない重要施設であるとともに、地域の防災施設、コミュニティー施

設としても重要な役割を担っている。原町区内における義務教育施設である原町第三小学校は、原子力災

害の影響による避難を余儀なくされ、避難指示区域から区域外修学していた生徒を含め、７年を過ぎた現

在でも次のとおり生徒数が震災前の状況まで回復できていない。 

 〇原町第三小学校 平成２２年度 ５３８人 → 平成３０年度 ３３０人（約６１％） 

 このため、本事業により避難に伴い劣化が進んだトイレの洋式化、床の乾式化等を行うことにより、衛

生的な教育環境を提供し学校としての魅力を高めるとともに、高齢者や、障害者も利用しやすくすること

で地域の避難施設としての防災機能も併せて高めることとなる。地域に密着した教育施設の機能及び魅力

を向上させることにより、児童や保護者及びこれからの子育て世代に安心安全感を醸成し、もって地域へ

の住民の帰還、再生加速化を図る。 

 

事業概要 

原町第三小学校トイレ改修 

便器の洋式化、床の乾式化等 

【南相馬市復興総合計画 基本指針５ 自ら学び、自ら考え、生きぬく力を育むまちづくり】 Ｐ１２４ 

  基本施策(1) 学校教育の充実・整備 施策③ 安全・安心な教育環境を創ります 

 

当面の事業概要 

＜平成３１年度＞ 

原町第三小学校トイレ改修実施設計業務  

・工事内容 便器の洋式化、床の乾式化、トイレブース改修、照明・換気設備等の更新、壁面塗装等 

・改修箇所 北校舎男女共各２箇所 

＜平成３２年度＞ 

原町第三小学校トイレ改修 

 

地域の帰還環境整備との関係 

教育環境を改善することによって、保護者が安心して子供を学校に通わせることができ、子どもたちも

安心で快適な学校生活を送ることができる条件が整う。このような地域に密着した教育環境の改善は、地

域の帰還環境の重要な要素であり、避難住民に対し帰還に向けた条件の改善を確認してもらうことができ

る。 

 



関連する事業の概要 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 



（様式１－３） 

南相馬市 帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成３１年１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 87 事業名 石神第一小学校校舎外壁等改修事業 事業番号 (1)－15－16 

交付団体 南相馬市 事業実施主体（直接/間接） 南相馬市 

総交付対象事業費 ９,３９７（千円） 全体事業費 １７９,３９７（千円） 

帰還環境整備に関する目標 

 原子力災害により、当市の安全・安心な住環境の魅力は著しく低下しており、放射能不安により子供の

安全を危惧する保護者の中には帰還を躊躇する方もいる。結果、子育て世代の人口は回復せず、地域の人

口は減少し、地域のつながりや、人との交流も希薄となることが危惧される。 

このような中、学校は教育に欠かせない重要施設であるとともに、地域の防災施設、コミュニティー施

設としても重要な役割を担っている。原町区内における義務教育施設である石神第一小学校は、原子力災

害の影響による避難を余儀なくされ、避難指示区域から区域外修学していた生徒を含め、７年を過ぎた現

在でも次のとおりに生徒数が震災前の状況まで回復できていない。 

 〇石神第一小学校 平成２２年度 １８７人 → 平成３０年度 ５７人（約３０％） 

 このため、本事業により避難に伴い適切な管理のできなかった校舎外壁の大規模改修等を行うことによ

って、快適な教育環境を確保し学校としての魅力を高めるとともに施設の安全性を向上することは、地域

の避難施設としての防災機能も併せて高めることとなる。地域に密着した教育施設の機能及び魅力を向上

させることにより、児童や保護者及びこれからの子育て世代に安心安全感を醸成し、もって地域への住民

の帰還、再生加速化を図る。 

 

事業概要 

石神第一小学校校舎外壁等改修 

鉄筋コンクリート造 ３階建て 延床面積 ２,８７８㎡ 

  外壁全面改修、内部床改修 

【南相馬市復興総合計画 基本指針５ 自ら学び、自ら考え、生きぬく力を育むまちづくり】 Ｐ１２４ 

  基本施策(1) 学校教育の充実・整備 施策③ 安全・安心な教育環境を創ります 

 

当面の事業概要 

＜平成３１年度＞ 

石神第一小学校校舎外壁等改修実施設計業務 

  ・工事内容 外壁全面改修、内部床（教室・廊下等）改修 

＜平成３２年度＞ 

 石神第一小学校校舎外壁等改修 

 

地域の帰還環境整備との関係 

教育環境を改善することによって、保護者が安心して子供を学校に通わせることができ、子どもたちも

安心で快適な学校生活を送ることができる条件が整う。このような地域に密着した教育環境の改善は、地

域の帰還環境の重要な要素であり、避難住民に対し帰還に向けた条件の改善を確認してもらうことができ

る。 

 

関連する事業の概要 

 

 

 



※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 



（様式１－３） 

南相馬市 帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成３１年１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 88 事業名 高平小学校校舎外壁等改修事業 事業番号 (1)－15－17 

交付団体 南相馬市 事業実施主体（直接/間接） 南相馬市 

総交付対象事業費 ９,３９７（千円） 全体事業費 １７９,３９７（千円） 

帰還環境整備に関する目標 

 原子力災害により、当市の安全・安心な住環境の魅力は著しく低下しており、放射能不安により子供の

安全を危惧する保護者の中には帰還を躊躇する方もいる。結果、子育て世代の人口は回復せず、地域の人

口は減少し、地域のつながりや、人との交流も希薄となることが危惧される。 

このような中、学校は教育に欠かせない重要施設であるとともに、地域の防災施設、コミュニティー施

設としても重要な役割を担っている。原町区内における義務教育施設である高平小学校は、原子力災害の

影響による避難を余儀なくされ、避難指示区域から区域外修学していた生徒を含め、７年を過ぎた現在で

も次のとおり生徒数が震災前の状況まで回復できていない。 

 〇高平小学校 平成２２年度 １９３人 → 平成３０年度 １１２人（約５８％） 

 このため、本事業により避難に伴い適切な管理のできなかった校舎外壁等の大規模改修を行うことによ

って、快適な教育環境を確保し学校としての魅力を高めるとともに施設の安全性を向上することは、地域

の避難施設としての防災機能も併せて高めることとなる。地域に密着した教育施設の機能及び魅力を向上

させることにより、児童や保護者及びこれからの子育て世代に安心安全感を醸成し、もって地域への住民

の帰還、再生加速化を図る。 

 

事業概要 

高平小校学校校舎外壁等改修 

鉄筋コンクリート造 ３階建て 延床面積 ２,９７３㎡ 

  外壁全面改修、内部床改修 

【南相馬市復興総合計画 基本指針５ 自ら学び、自ら考え、生きぬく力を育むまちづくり】 Ｐ１２４ 

  基本施策(1) 学校教育の充実・整備 施策③ 安全・安心な教育環境を創ります 

 

当面の事業概要 

＜平成３１年度＞ 

高平小校学校校舎外壁等改修実施設計業務 

  ・工事内容 外壁全面改修、内部床（教室・廊下等）改修 

＜平成３２年度＞ 

 高平小学校校舎外壁等改修 

 

地域の帰還環境整備との関係 

教育環境を改善することによって、保護者が安心して子供を学校に通わせることができ、子どもたちも

安心で快適な学校生活を送ることができる条件が整う。このような地域に密着した教育環境の改善は、地

域の帰還環境の重要な要素であり、避難住民に対し帰還に向けた条件の改善を確認してもらうことができ

る。 

関連する事業の概要 

 

 

 



※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 


